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課題、評価のフィードバック 毎時の演習課題に対する解説を口頭で行う。

10%授業態度・授業への参加 ○ ○

小テスト・授業内レポート ○ ○ 90%

宿題・授業外レポート

定期試験（中間・期末試験）

日商簿記検定３級の合格（70点）に必要な知識修得（検定試験は２月下旬）
日商簿記検定３級の高得点合格（検定試験は２月下旬）
簿記および会計に関心を持ち、発展的な学修を続けること。

成績評価観点
知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

標準的な到達レベル（合格ライン）の目安 理想的な到達レベルの目安

自分の意見や考えを説明し、他者と協調して積極的にコミュニケーションをとることができる。

広い視野と論理的・批判的思考力を身につけ、困難な課題や予測不能な事態に直面しても適切に対処することができる。

社会の一員としての自覚を持ち、社会生活の場において、地域を支える社会人・職業人としてふさわし関心・意欲・態度を示すことができ
る。

評価方法

１．日商簿記検定３級に合格する（検定試験は２月下旬）
２．簿記の学修方法をマスターし、より高度な学修への動機付けを得る
３．会計情報への興味関心を持つ

学習のアドバイス
（勉強方法、履修に必要な　   

 　　　予備知識など）

簿記初学者を対象とする授業である。
毎回の授業で指示した練習問題をやり遂げること。このことを無くして、検定試験合格は不可能です。

ディプローマポリシーとの
関連

【教養学部　地域教養学科のディプロマポリシー】

○ 専攻分野それぞれの基礎的な知識を確実に身につけ、それらを活用して基本的な問題を解決することができる。

○ 専攻分野それぞれの基本的スキルを、地域社会に貢献するために活用することができる。

　

　

科目名 簿記 ナンバリング BUS143 授業形態

代表教員 山口憲二 担当教員

授業の概要

  本科目の目的は、簿記一巡の手続きに関する学修を通じて、企業の会計情報に関する理解を深め、自らのキャリアデザインへの刺激を受けることで
ある。
　授業では日本商工会議所主催「簿記検定３級」レベルの知識と学修方法について指導する。ただし、簿記の修得には「鉛筆と電卓を使って多くの問題
を解く」という地道な学修（予習と復習）が必須である。授業は学修のペースメーカーでしかないので注意してほしい。

講義

対象学年 2 年 開講時期 後期 科目分類 選択 単位数 2 単位

到達目標
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参考書

参考URLなど 商工会議所の検定試験情報　https://www.kentei.ne.jp/

その他

授業外学習の指示
毎時の復習のため、指示した問題演習を行うこと。

（授業外学習時間：　毎週 分）

教科書 『段階式 日商簿記ワークブック 3級商業簿記〔6訂版〕』税務経理協会,定価1,000円（税別）,ISBN-10: 4419070137

第１５回 まとめと小テスト

試験

第１３回 精算表の作成、決算と財務諸表の作成
6桁精算表の作成方法を修得する。
本決算と財務諸表の作成方法を理解する。

第１４回 伝票 伝票の記入とその集計方法を理解する。

第１１回 費用・収益の繰延べと見越し
費用・収益の繰延べと見越しに関する仕訳を修得し、期間損益計
算の意義を理解する。

第１２回 資本金・引出金・税金、試算表
資本金・引出金・税金に関する仕訳を修得し、試算表作成方法を理
解する。

第９回 有価証券、手形 有価証券及び手形に関する仕訳を理解する。

第１０回
貸倒損失と貸倒引当金、固定資産と減価償
却

貸倒損失と貸倒引当金、固定資産と減価償却に関する仕訳を修得
し、期間損益計算の意義を理解する。

第８回 売掛金・買掛金、その他の債権・債務
売掛金・買掛金勘定とその補助簿への記帳方法を理解する。
その他の債権・債務について、仕訳を理解する。

第５回 現金・預金、小口現金 現金・預金、小口現金についての仕訳と勘定記入を理解する。

第６回 3分法による商品売買の処理方法
3分法による商品売買の処理方法を学び、売上原価計算の仕組み
を理解する。

Ｂ／ＳとＰ／Ｌの構造
Ｂ／Ｓの構造とその意義を理解する。
Ｐ／Ｌの構造とその意義を理解する。

第2回 取引と勘定記入、仕訳と転記
簿記上の取引と勘定への記入について、ルールを理解する。
仕訳と転記のルールを理解する。

第４回 精算表の作成、決算と財務諸表の作成
精算表による決算手順を理解する。
本決算手続きと財務諸表の作成方法を理解する。

第７回 仕入帳・売上帳、商品有高帳
仕入・売上勘定の補助簿の記帳方法を修得する。
商品有高帳の記帳方法と払い出し単価決定の意義を理解する。

授業計画

回次 テーマ 授業内容 備考

第１回

第３回 仕訳帳と総勘定元帳、試算表の作成
仕訳と転記について、それぞれ帳簿への記入のし方を理解する。
試算表の作成方法とその意義について理解する。

授業の進め方 講義、問題演習、質疑応答による。


